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要旨
2016年6月から2017年6.月にかけて、私たちは南硫黄島沖のサンゴの生息地点におい
て、ロガーを利用 して海水温を計測 した。南硫黄島と小笠原群島の夏季の月の平均水温を
比較すると、南硫黄島が小笠原群島よりも最大で3.3℃高かった。2016年の小笠原群島の高
水温のピークは8.月か ら10Hであったのに対 して、南硫黄島では7.月が最も高かった。南
硫黄島の海水温は小笠原群島とは異なる傾向がある事が示唆された。
キーワー ド
有藻性イシサンゴ類 、白化現象、気候変動、火 山列島、小笠原諸島
1.はじめに
1979年以降、海水温上昇による有藻性イシサンゴ群集の白化被害が世界各地で頻発 してお
り(Glym,1993)、海洋生物群集への悪影響が顕在化 している。最近では2014年か ら2017年
にかけて、世界のサンゴ礁 の70%以上において白化 レベルの温度ス トレスが生じ、国内では
沖縄県八重山諸島の石西礁湖で白化率95.8%、死亡率52.6%とい う過去最悪の白化被害が記
録された(木村ほか、2017)。小笠原諸島は他海域と比較 して白化の頻度や被害の程度は低い
が、これまでに2003年と2009年の2回 、大規模な白化現象が生 じている。小笠原諸島にお
いて白化が観測された海域は、2003年が母島列島周辺(稲葉ほか、2003;米山ほか、2008)、
2009年が智島列島、父島列島および母島列島であり(佐々木、2010)、小笠原群島に限られ
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ている。南硫黄島は小笠原群島か ら南に150㎞以上離れた火山列島に位置してお り、イシサ
ンゴ類 の撹乱状況の観察の 目が行き届かない遠隔地にある。 したがって、過去にイシサンゴ
類の白化記録は無く、小笠原群島において白化が観測された年に白化被害に見舞われたかど
うかも不明である。
2011年以降、父島列島および母島列島では環境省のマ リンワーカー事業によってイシサン
ゴ群集の生育地点への水温ロガーの設置が進 められてきた(小笠原自然文化研究所、2012・
2013・2014・2015・2016・2017)。その結果、同じ島の沿岸においても、方位や湾の違いによ
って夏季の平均水温に1℃以上の差がある事が解 り、2009年に生じた白化被害の程度に相関
がある事が解った(小笠原 自然文化研究所、2016)。火 山列島におけるイシサンゴ群集におい
ては、これまでに生育水深の水温および 白化記録は皆無であり、基礎的な情報が欠如 してい
る。したがって、本調査では約1年 間にわた り毎時水温を記録 し、同島のイシサンゴ群集の
生育環境の基礎的な把握を行った。
2.材料と方法
水温ロガーは南硫黄島の南岸沖の水深10.lmの地点に設置 した(図1)。設置地点の座標
(WGS84)はN24.22375、El41.46049である。設置環境はイシサンゴ類の生育する岩礁に
囲まれた砂地である(図2-a)。設置期間は2016年6H29日から2017年6月14日であ
る。水温ロガーはオンセッ ト社のウォーターテンププロv2を使用 した。水温データ計測は
1時間に1回(毎 時)と した。 ロガーは浮き球、鎖、プレー ト型 ウェイ ト、シャックルを組
み合わせた水中ブイに固定 した(図2A～C)。ロガー設置時の周辺景観を図2D～Eに、周
辺の主要なイシサンゴ類 を図3に 示 した。
3.結果と考察
3-1.南硫黄島の海水温の季節変化
2016年6.月30日から2017年6月14日の毎時計測水温グラフを図4に 示 した。水温は
2016年7.月が最も高く、最高水温は30℃を越えた。その後は9.月に一度上昇したものの、
冬季に向かって低下傾 向を示 し、2017年2月に21℃台で最低水温に至った。2.月後半に水温
は上昇に転 じ、24℃を一時的に上回った。その後は4月末まで24℃前後を維持 したが、5月
前後に上昇 して260Cを越えた。
3-2.南硫黄島と小笠原群島の月平均水温の比較
小笠原群島(父島列島および母島列島)では環境省事業によってイシサンゴ類 が生育する
父島列島12地点、母島列島3地 点の連続 水温計測が行われている。 これ らのデータと本調
査で得 られた南硫黄島の水温データは、現日寺点において2016年7月からll月の5ヶH間
(父島12地点、母島2地 点)が 比較可能であるため、各.月の平均水温を表1に まとめた。
月平均水温は、毎時水温データから日平均水温を求め、月毎に平均 した値である。同期間は
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年間の最も高水温となる時期を含んでお り、高水温による白化 リスクを評価するのに適 して
いる。南硫黄島の平均水温はすべての月において小笠原群島を上回った。特に7.月の水温差
は大きく、小笠原群島12地点の平均水温との差は3.30Cであった。南硫黄島は父島列島から
300㎞以上南に位置 してお り、より温暖な水温環境にあるといえる。
南硫黄島の月平均水温および父島列島の最も水温が高かった父島二見湾奥、最 も低かった
兄島キャベツビーチ、母島列島で高かった平島アナダイの根、小笠原群島14地 点の平均水
温のグラフを図5に 示 した。父島列島の最高、最低および平均水温の変動は同調 してお り、
10月に最高水温のピークがみられた。母島は8Hに ピークに達した後、9Hか ら10Hは同
水準で移行 してお り、父島列島とは若干異なる傾向を示 した。一方、南硫黄島南岸は小笠原
群島とは大きく異なり、7.月が突出 して高い値を示し、その後減少 している。南硫黄島沿岸
は小笠原群島よりも水温が高いだけでなく、独立した水温変動要因に支配 されたといえる。
この相違が、水温特性によるのか、2015年から2017年にかけて生じたエルニーニョ現象や
暖水塊の停滞など一時的な要因によるのかは不明である。
小笠原群島のイシサンゴ相は、サボテンミドリイシオcハρρozαソo編α、オガサワラアザミサ
ンゴGalczxea(xstreataおよびナガ レハナサンゴ恥吻 伽 伽 伽伽 の3種 が優 占し、大きな群
落を形成する事が特徴のひとつとなっている(野村、2017)。しかし、南硫黄島沿岸では2007
年の調査においても(佐々木 ・堀越、2008)、本調査における潜水作業中においても、上記3
種は確認されなかった事か ら、分布 しないか、少なくとも優占種 となっている可能性は低い。
火山列島海域と小笠原群島海域との間には、イシサンゴ相 と海水温環境に大きな差がある事
が示唆されるため、保全管理 していく上で、今後の詳細な調査が求められ る。
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SUMMARY
 Annual sea-surface temperatures recorded from a coral habitat off  the  coast of 
                   Minami-Iwo-To Island
Tetsuro SASAKI1*, Tetsuya YAMADA2, Akitsugu MUKAI1, 
Sora HORIKOSHI1, Yosuke AMEDAI & Takumi SEKIGUCHI2
1. Institute ofBoninology, Nishimachi, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-2101, Japan. 
2. Diving Service KAIZIN, Okumura, Chichijima, Ogasawara, Tokyo 100-2101, Japan. 
* t-sasaki@ogasawara.or jp (author for correspondence)
    From June 2016 to June 2017, we used a logger to monitor sea-surface temperatures of a coral 
habitat off the coast of Minami-Iwo-To Island. During the summer, the maximum average water 
temperatures around Minami-Iwo-To were 3.3°C higher than those of the Ogasawara Island Group in 
the northern part of the Ogasawara Archipelago. In 2016, the water temperature in the Ogasawara Island 
Group peaked between August and October, while the highest water temperatures near Minami-Iwo-To 
Island were observed in July, showing that the sea-surface temperatures of Minami-Iwo-To Island tend 
to differ from those of the Ogasawara Island Group.
Key words 
Climatic variation, Coral bleaching, Kazan Island Group, Ogasawara Islands, Zooxanthellate 
scleractinian corals.
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図1.水 温 ロ ガ ー 設 置 地 点
Figure1.Locationmapofwatertemperatureloggerinstallationpoint(○).
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図2.南 硫 黄 島 南 岸 沖 に 設 置 し た 水 温 ロ ガ ー
A:水 中 ブ イ へ の 水 温 ロ ガ ー の 固 定 作 業;B:水 中 ブ イ の 海 中 へ の 設 置 作 業;C:設 置 後 の 水 温
ロ ガ ー;D:ロ ガ ー 回 収 時 の 水 温 ロ ガ ー;E・F:周 辺 の イ シ サ ン ゴ群 集 景 観.
Figure2.WatertemperatUreloggerinstalledoffMinami-Iwo一丁bIsland.
A:Fixingworkofthewatertemperatureloggertotheunderwaterbuoy
B:lnstallationoftheunderwaterbuoyontheseafloor.
C:TheUnderwaterbuoywiththeloggerafterinstallation.
D:TheUnderwaterbuoywnhtheloggerjustbeforecollection.
E・F:Coralcommunityaroundthepointoftheloggerinstalled.
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図3.水 温 ロ ガ ー 設 置 地 点 周 辺 の イ シ サ ン コ噸
A:ク シ ハ ダ ミ ド リ イ シ;B:ミ ド リイ シ 属 の 未 同 定 種Acroporasp.;C:オオ サ ザ ナ ミサ ン ゴ
Scapoρhylliacylindrica;D:ホシ キ ク メ イ シGoniastreastelligera;E:アザ ミサ ン ゴGalCixea
fascicularts;F:ミド リイ シ 類 に み ら れ た 骨 格 異 常(腫 瘍).
Figure3.Coralspeciesoccurredaroundthepointofthewatertemperatureloggeri皿stalled.
A:Acroρorahyacinthus;B:.4cηρo㎎sp.;C:Scaρoρhylliaのylindrica;D:Goniαstreastelligera;E:
Galaxeafascicularis;F:・4c胆ρomsp.(growthanomalies)
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図4.南硫黄 島南岸 の毎 時水温 グラフ(2016年6.月30日～2017年6.月14日)
Figure4.HourlyseasurfacetemperatUrechartoffthecoastofMinami-lwo-TbIsland。(FromJune,30,
2016toJulle,14,2017)
表1.小笠原群島および南硫黄島沿岸における月平均水温の比較
Table1.ComparisonofmonthlyaverageseasurfacetemperatureintheOgasawaraIslandgroupand
Minami-lwo-TbIsland.
群島名 列島名 島名 地点名
月平均水温(。C) 設置水深(
m)2016年7月2016年8月2016年9月2016年10月2016年11月出典
兄島
滝之浦
キャベツ ビー チ
水玉湾西側
26.1
25.5
25.8
26.8
26.3
26.5
26.3
26.1
26.2
26.9
26.7
26.7
24.8
24.7
24,7
14.5
3.8
11.0
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原]然 文化研究所(201了)
小笠原群島
父島列島
父島
宮之浜
釣浜
初寝浦
巽東海岸
巽中海岸
南島サンゴ池
コペペ海岸
野羊山内側
二見湾奥
25,7
25.8
26.3
26.2
26.1
26.1
26.1
26.3
26.9
26,6
26.5
27.1
26.9
26.8
26.9
26,9
27.0
27.4
26,3
26.2
26.5
26.3
26.3
26.6
26,7
26.9
27.3
26.9
26.8
27.1
26.9
26.9
27.3
27.4
27.6
27.8
24.8
24.7
24.9
24.9
24,8
25.0
25.0
25.2
25.2
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
小笠原自然文化研究所(2Dl7)
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原]然 文化研究所(201了)
小笠原]然 文化研究所(201了)
小笠原自然文化研究所(2Dl7)
小笠原自然文化研究所(2017)
小笠原自然文化研究所(2017)
父島列島平均 26.1 26.8 26.5 27.1 24.9
母島列島
?
?
?
? 大 ビー チ
アナダイの根
25.9
26.1
27.1
27,2
27.0
27.1
26.8
27.0
25.3
25.3
10.2
9,7
ISlandsじare(2017)
lslandscare(2017)
母島列島平均 26,0 27,2 27.1 26.9 25.3
小笠原群島平均 26.1 26.9 26.5 27.1 24.9
群島名なし 火山列島 南硫黄島 南硫黄島南岸 29.4 28.2 28.5 28.3 27.0 10.1 本調査
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図5.小 笠 原 群 島 お よ び 南 硫 黄 島 沿 岸 の 月 平 均 水 温(2016年7月 ～ll月)
Figure5.MonthlyaverageseasurfacetemperatUreintheOgasawaraIslandgroupandMinami-Iwo-To
Island.
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